
【
資
料
紹
介
】

手
錢
美
術
館
蔵
『
手
錢
さ
の
子
詠
草
』
翻
刻
と
紹
介

 

野　

本　

瑠　

美

 

（
島
根
大
学
法
文
学
部
）

摘
　
　
要

手
錢
美
術
館
（
島
根
県
出
雲
市
）
が
所
蔵
す
る
『
手
錢
さ
の
子
詠
草
』
は
、
手
錢
家
七
代
当
主
の
妻
・
さ
の
子
の
和
歌
詠
草
で
あ
る
。
本
稿
で
は
『
手
錢

さ
の
子
詠
草
』
を
翻
刻
、
紹
介
す
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
手
錢
さ
の
子
、『
手
錢
さ
の
子
詠
草
』、
和
歌
、
手
錢
美
術
館

解
説

　

出
雲
市
大
社
町
の
手
錢
美
術
館
（
注
1
）
が
所
蔵
す
る
『
さ
の
子
詠
草
』
は
、

手
錢
家
七
代
当
主
有
鞆
の
妻
・
さ
の
子
（
一
八
一
三
〜
一
八
六
二
）
の
和
歌
四
四

首
を
ま
と
め
た
小
家
集
で
あ
る
。
な
お
外
題
に
は
「
詠
草
」
と
だ
け
あ
る
が
、
手

錢
美
術
館
所
蔵
目
録
で
付
さ
れ
て
い
る
整
理
書
名
に
従
い
『
手
錢
さ
の
子
詠
草
』

と
呼
ぶ
。

　

手
錢
さ
の
子
（
注
2
）
は
今
市
の
直
良
家
の
出
身
で
、
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）、

手
錢
有
鞆
に
十
四
歳
で
嫁
い
だ
。
夫
有
鞆
と
と
も
に
、
中
臣
典
膳
や
田
中
清
年
、

富
永
芳
久
ら
に
和
歌
や
俳
諧
、
狂
歌
を
学
び
、
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
の
『
出

雲
国
名
所
歌
集
』
を
は
じ
め
、
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）『
丙
辰
出
雲
国
三
十
六

歌
仙
』、
同
四
年
『
花
の
し
づ
枝
』、
同
五
年
『
戊
午
出
雲
国
五
十
歌
撰
』
等
の
出

雲
で
編
纂
さ
れ
た
諸
歌
集
に
歌
が
選
ば
れ
、
安
政
四
年
の
『
丁
巳
出
雲
国
五
十
歌

撰
』
で
跋
文
を
執
筆
し
て
い
る
。
さ
の
子
の
和
歌
や
俳
諧
等
の
著
作
、
さ
の
子
手

沢
本
は
手
錢
家
に
数
多
く
残
さ
れ
、
さ
の
子
の
文
芸
活
動
を
知
る
重
要
な
手
が
か

り
と
な
っ
て
い
る
。

　
『
手
錢
さ
の
子
詠
草
』
は
、
さ
の
子
自
筆
の
家
集
で
、
四
四
首
の
和
歌
が
春
（
六

首
）・
夏
（
八
首
）・
秋
（
九
首
）・
冬
（
五
首
）・
恋
（
七
首
）・
雑
（
五
首
）・
祝
歌

（
四
首
）
の
順
に
整
然
と
配
列
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
四
季
歌
は
季
節
の
推
移

順
を
意
図
し
た
配
列
と
な
っ
て
お
り
、
た
と
え
ば
春
歌
は
「
元
旦
う
ぐ
ひ
す
を

聞
」
歌
（
1
）
か
ら
始
ま
り
、
桜
の
歌
を
経
て
、
初
夏
も
間
近
な
「
苗
代
」
題
歌

三
九

山
陰
研
究
（
第
十
八
号
）
二
〇
二
六
年
三
月
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（
6
）
で
結
ば
れ
て
い
る
。

　

本
詠
草
四
四
首
の
う
ち
四
三
首
は
さ
の
子
晩
年
の
家
集
『
朝
宵
草
』（
注
3
）

に
も
収
載
さ
れ
て
い
る
。
本
詠
草
と
『
朝
宵
草
』
の
対
応
を
表
で
示
す
。

さの子
詠草

朝宵草
（部・番号）

さの子
詠草

朝宵草
（部・番号）

1 春・8 23 秋・169
2 春・17 24 冬・234
3 春・16 25 冬・220
4 春・27 26 冬・226
5 春・19 27 冬・227
6 春・23 28 冬・235
7 夏・84 29 恋・280
8 夏・90 30 恋・273
9 夏・95 31 恋・274
10 夏・97 32 恋・268
11 夏・102 33 恋・266
12 夏・106 34 恋・263
13 夏・107 35 ―
14 夏・113 36 雑・344
15 秋・152 37 雑・345
16 秋・156 38 雑・346
17 秋・158 39 雑・348
18 秋・162 40 雑・336
19 秋・161 41 雑・324
20 秋・165 42 雑・330
21 秋・170 43 雑・331
22 秋・172 44 雑・329

　
『
朝
宵
草
』
は
さ
の
子
自
筆
の
家
集
で
、
和
歌
狂
歌
等
四
三
一
首
を
春
・
夏
・

秋
・
冬
・
恋
・
雑
の
部
立
に
基
づ
い
て
収
め
て
い
る
。
各
部
の
内
部
は
『
さ
の
子

詠
草
』
の
よ
う
な
歌
内
容
に
基
づ
く
整
然
と
し
た
配
列
を
と
っ
て
お
ら
ず
、
お
そ

ら
く
は
素
材
と
な
っ
た
歌
稿
や
詠
草
類
か
ら
抜
き
出
し
た
歌
を
部
立
別
に
分
け
、

各
部
に
順
次
増
補
し
て
い
っ
た
と
思
し
い
（
注
4
）。

　
『
朝
宵
草
』
の
増
補
は
さ
の
子
が
没
す
る
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
ま
で
続
い
た

が
、『
さ
の
子
詠
草
』
と
の
共
通
歌
は
『
朝
宵
草
』
各
部
の
前
半
に
集
中
し
て
お

り
、
か
つ
、『
さ
の
子
詠
草
』
と
『
朝
宵
草
』
の
歌
順
は
ほ
と
ん
ど
一
致
し
な
い
。

以
上
を
勘
案
す
る
と
、『
さ
の
子
詠
草
』
は
『
朝
宵
草
』
か
ら
抜
き
出
さ
れ
た
も

の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
同
一
の
資
料
（
歌
稿
や
詠
草
類
）
を
も
と
に
し
な
が
ら
、

別
個
に
（
お
そ
ら
く
『
さ
の
子
詠
草
』
は
『
朝
宵
草
』
よ
り
前
に
）
ま
と
め
ら
れ

た
家
集
と
考
え
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

　

な
お
、『
朝
宵
草
』
に
収
載
さ
れ
て
い
な
い
詠
草
35
番
歌
は
、
さ
の
子
ら
数
名

に
よ
る
詠
歌
を
集
め
て
添
削
し
点
印
を
押
し
た
「
兼
題
詠
草
」（
注
5
）
に
収
め

ら
れ
て
お
り
、
さ
の
子
の
和
歌
と
判
断
で
き
る
。

　
　

　
「
兼
題
詠
草
」
で
は
、
元
は

　
　

と
ゝ
め
て
も
こ
ゝ
ろ
の
駒
そ
は
や
み
な
る
千
里
の
道
に
お
も
ひ
か
く
れ
は

で
あ
っ
た
さ
の
子
の
和
歌
に
添
削
が
施
さ
れ
、

　
　

と
ゝ
め
て
も
こ
ゝ
ろ
の
駒
そ
い
さ
み
け
る
千
里
の
道
に
お
も
ひ
た
つ
日
は

と
修
正
さ
れ
て
お
り
、『
さ
の
子
詠
草
』
の
本
文
は
添
削
後
の
本
文
と
一
致
す
る
。

　
『
さ
の
子
詠
草
』
と
『
朝
宵
草
』
の
共
通
歌
を
比
較
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
な

仮
名
遣
い
の
違
い
が
見
ら
れ
る
。

　
　
　

お
ほ
え
て
（
詠
草
・
1
）
―
お
ほ
へ
て
（
朝
宵
草
・
8
）

　
　
　

あ
ふ
ひ
（
詠
草
・
14
）　 

―
あ
を
ひ
（
朝
宵
草
・
113
）

　
　
　

身
に
そ
ふ
（
詠
草
・
37
）
―
み
に
そ
う
（
朝
宵
草
・
345
）

　
　
　

を
し
へ
（
詠
草
・
38
）　 

―
を
し
え
（
朝
宵
草
・
346
）

い
ず
れ
も
『
さ
の
子
詠
草
』
の
仮
名
遣
い
が
歴
史
的
仮
名
遣
い
と
し
て
は
適
切
で

四
〇

手
錢
美
術
館
蔵
『
手
錢
さ
の
子
詠
草
』
翻
刻
と
紹
介
（
野
本
瑠
美
）
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あ
る
。
仮
名
遣
い
以
外
で
も
、
た
と
え
ば

　
　
　

せ
き
い
る
ゝ
（
詠
草
・
6
）
―
せ
き
い
れ
る
（
朝
宵
草
・
23
）

は
「
入
る
」
の
活
用
形
と
し
て
は
『
さ
の
子
詠
草
』
が
正
し
い
。

　

詞
書
や
題
に
も
差
異
が
見
ら
れ
る
。『
さ
の
子
詠
草
』
25
番
歌
に
は
「
時
雨
」

と
い
う
題
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、『
朝
宵
草
』
に
は
題
が
付
さ
れ
て
い
な
い
。
ま

た
、
以
下
の
よ
う
に
『
さ
の
子
詠
草
』
の
題
の
表
記
の
方
が
通
例
に
則
し
て
い
る
。

　
　
　

落
葉
似
雨
（
詠
草
・
26
）
―
似
雨
落
葉
（
朝
宵
草
・
226
）

　
　
　

久
忍
恋
（
詠
草
・
29
）　 
―
恋
久
忍
恋
（
朝
宵
草
・
280
）

　
　
　

後
朝
恋
（
詠
草
・
32
）　 
―
後
朝
（
朝
宵
草
・
268
）

　

ま
た
、『
さ
の
子
詠
草
』
の
方
が
『
朝
宵
草
』
よ
り
も
、
和
歌
内
容
に
即
し
た

具
体
的
な
複
合
題
を
付
し
て
い
る
も
の
も
見
ら
れ
た
。　

　
　
　

水
上
蛍
（
詠
草
・
10
）　 

―
蛍
（
朝
宵
草
・
97
）

　
　
　

田
面
蛍
（
詠
草
・
11
）　 

―
田
蛍
（
朝
宵
草
・
102
）

　
　
　

雨
中
鹿
（
詠
草
・
19
）　 

―
鹿
（
朝
宵
草
・
161
）

一
方
『
朝
宵
草
』
で
は
「
恋
の
心
」（
266
）「
初
恋
」（
263
）
と
記
載
す
る
の
に
対

し
、『
さ
の
子
詠
草
』
で
は
「
題
し
ら
ず
」（
33
、
34
）
と
す
る
部
分
も
あ
っ
た
。

　

題
の
具
体
化
（
複
雑
化
）
や
題
の
有
無
に
つ
い
て
は
元
の
詠
草
の
表
記
と
の
比

較
が
必
要
だ
が
、
総
じ
て
『
さ
の
子
詠
草
』
の
方
が
表
記
の
形
式
と
し
て
は
整
え

ら
れ
て
い
る
。

　
『
さ
の
子
詠
草
』
は
仮
綴
と
い
う
簡
易
な
装
訂
で
は
あ
る
が
、
表
紙
の
署
名
、

朱
筆
に
よ
る
添
削
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
を
勘
案
す
る
と
、
指
導
者
に
添
削
を

依
頼
す
る
た
め
に
、
さ
の
子
が
過
去
の
自
詠
を
ま
と
め
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

た
だ
し
、
朱
筆
に
よ
る
添
削
結
果
は
、
明
ら
か
な
誤
字
脱
字
の
修
正
を
除
き
、『
朝

宵
草
』
の
方
に
は
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。

　

さ
の
子
の
歌
稿
や
添
削
詠
草
、
短
冊
類
は
手
錢
家
に
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。

さ
の
子
が
自
詠
を
ど
の
よ
う
に
選
び
、
ま
と
め
、
残
そ
う
と
し
て
い
っ
た
の
か
、

詠
草
類
と
二
つ
の
家
集
と
を
比
較
し
て
い
く
こ
と
が
今
後
必
要
で
あ
ろ
う
。

　
注

（
1
） 

二
〇
二
二
年
四
月
に
「
手
錢
記
念
館
」
か
ら
「
手
錢
美
術
館
」
に
改
称
。

（
2
） 

手
錢
さ
の
子
の
事
跡
に
つ
い
て
は
、
下
記
の
論
考
を
参
照
し
た
。
佐
々
木
杏
里
「
手

錢
さ
の
子
と
杵
築
文
学
」（『
出
雲
文
化
圏
と
東
ア
ジ
ア
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
〇

年
）、
芦
田
耕
一
『
江
戸
時
代
の
出
雲
歌
壇
』（
島
根
大
学
法
文
学
山
陰
研
究
セ
ン

タ
ー
、
二
〇
一
二
年
）、
田
中
則
雄
「
手
錢
家
蔵
書
と
出
雲
の
文
芸
活
動
」（『
調
査

研
究
報
告
』
三
三
、
国
文
学
研
究
資
料
館
、
二
〇
一
三
年
三
月
）、
佐
々
木
杏
里
「
手

錢
さ
の
子
と
女
性
の
文
芸
活
動
」（『
出
雲
地
域
の
学
問
・
文
芸
の
興
隆
と
文
化
活

動
』
今
井
出
版
、
二
〇
一
八
年
）。

（
3
） 『
朝
宵
草
』
翻
刻
と
歌
番
号
は
下
記
に
拠
る
。
拙
稿
「
手
錢
美
術
館
蔵
『
朝
宵
草
』

翻
刻
と
紹
介
」（『
山
陰
研
究
』
一
六
、 

二
〇
二
四
年
三
月
）

（
4
） 

注
3
解
説
参
照

（
5
） 『
手
錢
家
資
料
を
活
用
し
た
江
戸
時
代
の
出
雲
文
化
の
発
掘
と
再
生
事
業
―
平
成
26

年
度
出
雲
文
化
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
報
告
書
』（
公
益
財
団
法
人
手
錢
記
念
館
、

二
〇
一
五
年
）
所
収
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
記
録
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

江
戸
力
〜
手
錢
家

蔵
書
か
ら
見
る
出
雲
の
文
芸
」
に
久
保
田
啓
一
氏
に
よ
る
「
兼
題
詠
草
」
の
紹
介
や

解
説
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　
書
誌

　

手
錢
美
術
館
所
蔵　

写
本
仮
綴
一
冊

〔
美
術
館
資
料
番
号
〕
六
七
九

〔
表
紙
〕
縦
二
二
・
六
×
横
一
六
・
四
㎝
。
本
文
共
紙

〔
外
題
〕
表
紙
中
央
に
直
書
き
で
「
詠
草
」　
〔
内
題
〕
ナ
シ

四
一

手
錢
美
術
館
蔵
『
手
錢
さ
の
子
詠
草
』
翻
刻
と
紹
介
（
野
本
瑠
美
）
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〔
丁
数
〕
四
丁

〔
備
考
〕 

表
紙
左
下
に
墨
書
で
「
出
雲
杵
築
／
手
錢
白
三
郎
妻
／
さ
の
子
」
と
あ

る
。
一
面
の
行
数
は
十
一
〜
十
二
行
程
度
。
和
歌
一
首
一
行
書
き
。
朱

に
よ
る
添
削
や
記
号
等
の
書
入
が
見
ら
れ
る
。

　

凡
例

一
、
翻
刻
の
字
体
は
可
能
な
限
り
底
本
ど
お
り
と
し
た
。
た
だ
し
文
字
の
大
小
・

字
配
り
は
必
ず
し
も
忠
実
で
は
な
い
。

一
、
便
宜
上
、
和
歌
の
冒
頭
に
通
し
番
号
を
付
し
た
。

一
、
改
行
位
置
は
可
能
な
限
り
原
本
の
通
り
に
し
た
。

一
、
各
丁
片
面
の
終
わ
り
に
当
た
る
と
こ
ろ
に　

」
を
付
け
、（　

）
内
に
そ
の

丁
数
及
び
表
・
裏
（
オ
・
ウ
）
を
示
し
た
。

一
、
朱
筆
の
ミ
セ
ケ
チ
記
号
は
「
ヒ
」
で
統
一
し
た
。

一
、
破
損
で
判
読
不
能
な
場
合
は
□
で
示
し
た
。
重
ね
書
き
は
上
の
字
の
み
を
翻

刻
し
た
。

一
、
朱
の
傍
記
は
、
可
能
な
限
り
原
本
の
体
裁
を
残
す
よ
う
翻
刻
し
た
。
墨
の
傍

記
は
（
墨
）
と
示
し
た
。
本
行
本
文
へ
の
朱
筆
に
よ
る
書
入
は
【　

】
で
示
し

た
。

一
、
歌
本
文
に
重
ね
て
書
か
れ
た
円
形
の
記
号
は
翻
刻
し
な
か
っ
た
。
当
該
記
号

が
見
ら
れ
る
の
は
14
番
歌
で
、「
つ
る
」
の
上
に
朱
の
円
、「
に
し
あ
」
の
上
に

墨
の
円
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

翻
刻

　
　
　
　
　
　
　

元
日
う
く
ひ
す
を
聞

1　

春
た
つ
と
な
れ
も
お
ほ
え
て
鴬
の
と
き
め
か
し
た
る
け
さ
の
聲
か
な

　
　
　
　
　
　
　

春
月

2　

う
め
か
を
る
軒
は
に
霞
む
月
か
け
は
花
に
ゑ
ひ
た
る
け
し
き
也
け
り

　
　
　
　
　
　
　

花　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

3　

た
ち
お
ほ
ふ
霞
の
袖
も
に
く
か
ら
す
花
を
ゝ
し
め
る
心
つヒ と
お
も
へ
は

く
し
は

ヒ

ヒ

ヒ

　
　
　
　
　
　
　

社
頭
桜

4　

ね
き
こ
と
の
か
な
ふ
し
る
し
か
神
か
き
の
桜
は
花
の
ゑ
み
ひ
ら
く
な
り

　
　
　
　
　
　
　

山
吹

5　

款
冬
の
下
行
水
に
す
む
蛙
花
の
あ
は
れ
を
な
か
て
や
は
あ
る

　
　
　
　
　
　
　

苗
代

6　

せ
き
い
る
ゝ
水
に
心
の
ゆ
た
ね
ま
く
賎
か
し
わ
さ
は
い
と
ま
な
け
な
り
」

 

（
1
丁
オ
）

　
　
　
　
　
　
　

首
夏

7　

神
祭
る
と
き
や
来
ぬ
ら
ん
榊
葉
の
み
と
り
す
ゝ
し
く
そヒ 見
ゆ
る
よ
く
ヒ

ヒ

け
ふ
か
な

　
　
　
　
　
　
　

早
苗　
　

8　

菅
笠
の
雫
の
田
ゐ
は
【
〇降
】
雨
く
も
ヒ

ヒ

の
は
れ
ま
も
ま
た
す
早
苗
と
る
也

　
　
　
　
　
　
　

蛍

9　

こ
も
り
江
の
汀
の
蘆
の
み
し
か
夜
を
お
も
ふ
ふ
し
と
や
蛍
と
ふ
ら
ん     

　
　
　
　
　
　
　

水
上
蛍

10　

を
ち
こ
ち
を
飛
か
ふ
よ
り
も
あ
は
れ
さ
は
み
く
さ
に
す
か
る
蛍
也
け
り

　
　
　
　
　
　
　

田
面
蛍

11　

ふ
き
わ
た
る
山
下
風
の
す
ゝ
し
く
も
く
る
ゝ
た
の
も
に
ほ
た
る
と
ふ
な
り

　
　
　
　
　
　
　

五
月
雨
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12　
 

人
と
は
ぬ
か
た
山
さ
と
の
さ
み
た
れ
は
身
も
く
ち
ぬ
へ
く
お
も
ほ
ゆ
る
か

な
」（
1
丁
ウ
）

　
　
　
　
　
　
　

夜
五
月
雨

13　

さ
み
た
れ
は
い
や
ふ
り
そ
ひ
ぬ
久
か
た
の
月
は
い
つ
こ
の
空
に
や
と
れ
る

　
　
　
　
　
　
　

あ
ふ
ひ

14　

神
ま
つ
る
も
の
に
し
あ
れ
は
あ
ふ
ひ
草
日
か
け
き
よ
く
も
見
す
る
朝
露

　
　
　
　
　
　
　

七
夕

15　

彦
ほ
し
の
船
手ヒ 出
を
い
そ
く
浪
の
上
は
心
し
て
ふ
け
天
の
川
風

　
　
　
　
　
　
　

女
郎
花

16　

 

あ
た
し
名
の
た
つ
を
は
し
ら
て
を
み
な
へ
し
露
の
な
さ
け
に
な
ひ
く
と
す
ら

ん

　
　
　
　
　
　
　

虫

17　

松
む
し
を
と
も
と
き
か
す
は
来
ぬ
人
を
う
ら
み
ん
こ
と
の
数
や
ま
さ
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　

鹿

18　

山
住
み
の
う
き
を
か
た
ら
ん
友
も
な
し
つ
ま
と
ふ
し
か
の
聲
の
外
に
は
」

 
（
2
丁
オ
）

　
　
　
　
　
　
　

雨
中
鹿

19　

雨
そ
ゝ
く
を
の
ゝ
し
の
は
ら
わ
け
か
ね
て
つ
ま
と
ふ
し
か
の
夜
々
に
鳴
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　

待
月

20　

 

つ
か
の
ま
も
ま
つ
と
お
も
へ
は
山
の
は
を
さ
し
い
つ
る
月
の
め
つ
ら
し
き
か

な

　
　
　
　
　
　
　

深
夜
月

21　

 

野
に
山
に
な
ら
ぬ
思
ひ
を
う
つ
し
つつ
ゝゝ
ふ
く
る
しよ
ら
て
月
を
み
し
か
な

　
　
　
　
　
　
　

九
月
十
三
夜

22　

 

長
月
はヒ を
【
□
の
み
け
る
□
】
を
し
と
お
も
ふ
今
宵
の
か
け
も
か
た
ふ
く
も
の

を

　
　
　
　
　
　
　

紅
葉

23　

あ
か
ね
さ
す
日
か
け
も
う
と
き
深
山
ち
に
ま
は
ゆ
き
も
の
は
紅
葉
也
け
り

　
　
　
　
　
　
　

雨
中
紅
葉

24　

見
し
花
の
う
ら
う
へ
な
ら
ん
此
頃
の
雨
に
い
ろ
ま
す
み
ね
の
も
み
ち
葉
」

 

（
2
丁
ウ
）

　
　
　
　
　
　
　

時
雨

25　

夕
し
く
れ
た
ち
ぬ
れ
ま
し
と
旅
人
の
こ
ろ
も
の
関
を
今
や
こ
ゆ
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　

落
葉
似
雨

26　

 

袖
ぬ
れ
て
た
と
る
と
見
し
は
夢
路
に
て
う
つ
ゝ
も
雨
と
ち
る
紅
葉
哉　

27　

 

わ
す
れ
て
は
雨
か
と
そ
お
も
ふ
谷
川
の
水
ま
す
は
か
り
ちヒ う

か
ふるヒ

も
み
ち
哉ヒ 葉

　
　
　
　
　
　
　

歳
暮　
　
　
　
　
　
　

28　

な
に
く
れ
と
い
と
な
む
わ
さ
に
く
れ
の竹
一
夜
の
と
し
に
な
り
に
け
る
哉

　
　
　
　
　
　
　

久
忍
恋

29　

と
し
月
の
お
も
ひ
を
袖
に
せ
き
あ
ま
る
涙
そ
恋
の
命
也
け
る

　
　
　
　
　
　
　

待
恋

30　

あ
ひ
見
な
は
う
ら
み
や
さ
き
に
き
か
せ
ま
し
待
夜
か
さ
ぬ
る
暁
の
か
ね
」

 

（
3
丁
オ
）

31　

来
ぬ
人
の
心
は
さ
の
み
に
く
か
ら
て
更
行
か
ね
の
う
ら
め
し
き
哉

　
　
　
　
　
　
　

後
朝
恋　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

32　
 

朝
露
に
お
き
わ
か
れ
て
も
わ
か
せ
こ
か
身
に
そ
ふ
は
か
り
残ヒ 袖
の
香
そ
す
る

る
お
も
か

ヒ

ヒ

ヒ

ヒ

けヒ

　
　
　
　
　
　
　

題
し
ら
す

33　

君
ゆ
ゑ
に
恋
の
や
つ
こ
と
な
る
我
は
あ
た
な
る
道
も
行
か
へ
り
つ
ゝ

34　

い
か
に
し
て
茨
か
ら
た
ち
わ
け
ゆ
か
ん
今
さ
へ
た
と
る
恋
の
山
口

　
　
　
　
　
　
　

寄
駒
恋
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35　

と
ゝ
め
て
も
心
の
駒
そ
い
さ
み
け
る
千
里
の
道
に
お
も
ひ
た
つ
日
は

　
　
　
　
　
　
　

書

36　

 
は
ま
ち
と
り
か
く
ま
て
あ
と
を
つ
け
つ
ゝ
も
猶
い
に
し
へ
に
た
ち
か
へ
り
な

く

37　

 

見
る
た
ひ
に
そ
の
お
も
か
け
そ
な
つ
か
し
き
身
に
そ
ふ
は
か
り
の
こ
る
言
の

は
」（
3
丁
ウ
）

38　

 

た
ら
ち
ね
の
を
し
へ
の
ふ
み
し
な
か
り
せ
は
世
は
う
ち
は
し
の
わ
た
り
う
か

ら
ん

　
　
　
　
　
　
　

う
か
れ
女
扇
を
か
さ
し
た
る

39　

く
れ
竹
の
ふ
し
も
さ
た
め
ぬ
う
か
れ
め
は
誰
に
あ
ふ
き
の
風
と
い
は
ま
し

　
　
　
　
　
　
　

熊

40　

 

た
ち
こ
も
る
岩
根
木
か　
か
く（
墨
）　

く
れ
住
熊
は
な
か
月
の
輪
を
か
け
と
た
の
ま
ん

　
　
　
　
　
　
　

寄
道
祝

41　

ぬ
は
玉
の
夜
の
道
さ
へ
ま
と
は
ぬ
は
御
代
の
恵
の
ひ
か
り
な
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　

寄
松
祝

42　

と
こ
と
は
に
あ
ふ
け
は
め
に
も
心
に
も
あ
か
ぬ
は
松
の
み
さ
ほ
也
け
り

　
　
　
　
　
　
　

寄
鏡
祝

43　

 

玉
く
し
け
ふ
た
こ
ゝ
ろ
な
き
御
代
な
れ
は
か
ゝ
み
の
か
け
そ
く
も
ら
さ
り
け

る

　
　
　
　
　
　
　

い
は
ひ
の
歌
と
て

44　

君
か
代
を
何
に
た
と
へ
ん
鶴
亀
も
千
代
万
代
の
か
き
り
社
あ
れ
」（
4
丁
オ
）
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A Transcription and Introduction of 
“TEZEN Sanoko Eiso” in the Tezen Museum Archives

NOMOTO Rumi 
（Faculty of Law and Literature）

〔 A b s t r a c t 〕

　This paper presents a transcription and an introductory study of “TEZEN Sanoko Eiso,” a 
manuscript in the collection of the Tezen Museum （Izumo City, Shimane）. The manuscript 
consists of waka poems by Tezen Sanoko, the wife of the seventh head of the Tezen family, 
and dates to the late Edo period.
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